
普
通
イ
ン
ド
の
思
想
史
の
流
れ
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
よ
り
、
釈
尊
の
自
覚
即
ち
仏
教
の
成
立
。
原
始
仏
教
よ
り
部
派
仏
教
へ
、
そ
の
大
衆

部
的
な
考
え
方
が
「
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
」
さ
れ
て
大
乗
仏
教
に
展
開
す
る
。
そ
し
て
更
に
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
成
立
に
よ
っ
て
善
ハ
ラ
モ
ン
教
思

想
が
復
活
し
た
と
直
線
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

果
し
て
、
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
否
、
む
し
ろ
異
屑
的
・
階
肘
的
に
考
え
ら
る
ぺ
さ
で
あ
る
と
思
う
。

強
い
て
言
え
ば
、
こ
の
問
題
は
イ
ン
ド
社
会
の
複
合
性
の
中
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

従
て
、
こ
の
問
題
に
対
決
す
る
た
め
、
且
つ
そ
の
理
解
を
早
め
る
た
め
、
少
し
冗
長
な
が
ら
、
玄
艸
の
大
唐
西
域
記
を
表
に
し
て
見

た
。
こ
れ
は
大
乗
小
乗
の
所
属
の
解
っ
た
も
の
だ
け
で
、
異
道
ば
か
り
の
所
は
抜
い
た
が
、
或
は
こ
の
異
道
だ
け
の
所
が
重
要
で
あ
る
か

た
。
こ
れ
は
坐

も
知
れ
な
い
。

ま
づ
、
別
表
で
次
の
こ
と
を
注
意
さ
れ
た
い
。

七
世
紀
初
期
イ
ン
ド
の
宗
教
事
情
と

仏
教
の
基
盤

（
大
唐
西
域
記
研
究
１
）

高
橋
堯

昭
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仙
国
又
は
寺
が
、
大
乗
で
あ
る
か
、
小
乗
か
。

⑧
外
道
が
多
い
か
否
か
、
更
に
そ
の
場
所
は
。
と

こ
れ
に
よ
っ
て
、
私
は
概
略
の
七
世
紀
初
頭
の
宗
教
の
現
況
と
、
ひ
い
て
は
仏
教
自
体
の
性
絡
を
よ
み
と
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

私
は
玄
非
の
記
録
そ
の
も
の
が
、
厳
密
に
統
計
に
適
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
加
堆
試
が
剛
と
し
て
「
並
多
習
学
大
乗
」

と
言
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
国
の
中
で
「
大
城
の
束
の
方
、
三
四
里
に
し
て
北
山
の
下
に
大
伽
轆
あ
り
、
僧
埜
一
言
余
人
あ
り
、

並
び
に
小
乗
の
法
教
を
学
く
り
。
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
一
率
に
同
一
次
元
と
し
て
、
大
乗
何
ケ
所
、
小
乗
何
ケ
所
と
表
す
こ
と
は
無

理
で
あ
る
。
然
も
見
た
通
り
、
大
体
の
所
は
国
と
し
て
「
○
○
国
の
伽
雛
何
ケ
所
、
並
多
○
乗
」
と
、
お
Ｌ
ま
か
に
言
っ
て
い
る
に
対
し

建
駄
羅
の
如
き
は
、
「
布
路
沙
布
羅
の
カ
ニ
シ
ヵ
大
塔
は
小
乗
。
布
色
掲
避
伐
底
の
故
伽
雛
は
皆
小
乗
。
雌
騨
沙
城
の
一
伽
聴
は
「
並
大

乗
」
「
仙
廠
の
西
北
百
余
里
、
大
山
の
南
の
伽
驍
は
大
乗
」
と
、
非
常
に
詳
細
に
明
示
し
て
い
る
か
ら
、
唯
こ
れ
を
数
的
に
加
え
る
だ
け

で
は
、
統
計
に
な
ら
な
い
。
文
中
の
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
併
せ
考
え
な
け
れ
ば
、
厳
密
な
も
の
と
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
十
ガ
承
知

し
つ
上
、
敢
て
冒
険
を
犯
す
の
は
、
概
略
の
状
況
で
も
つ
か
み
た
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
計
算
す
る
と
、

部
部唾蝿

有
正

４
０
２
１
６
３
５
４

１
２
１
１
２

上座部

説出世部

小乗と
記すもの

部
学
乗
ｆ

衆
司４

大
大
大

大乗上座部 5

空

ｌ
Ｑ
Ｐ
Ｅ
ｅ
０

一
．
二
言
■
■
ザ 100

（”）



。
。
Ｏ

と
な
る
。
こ
ふ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
「
並
大
乗
」
と
か
「
並
皆
大
乗
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
文
で
「
並
」
は
普
通
は
、
皆

と
訳
さ
れ
る
。
他
方
「
小
乗
を
習
学
し
て
い
る
が
。
併
せ
て
大
乗
を
学
す
」
と
も
考
え
得
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
大
乗
を
専
修
す
る
と
こ

ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
大
乗
が
全
然
印
度
に
な
い
こ
と
は
な
い
し
、
又
来
号
で
詳
述
の
予
定
だ
が
、
大
乗
は
そ
の
否
定
的
契
機
と
し

て
、
有
部
を
は
じ
め
、
部
派
仏
教
を
研
究
す
る
が
、
小
乗
で
は
原
則
と
し
て
大
乗
の
教
儀
を
研
究
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
や
は
り
、
こ

れ
は
「
普
通
は
」
或
は
「
皆
‐
一
と
訳
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
は
弓
底
◎
日
關
弓
鈎
倖
閏
の
英
訳
西
域
記
○
口
竜
目
ｐ
ｏ
ｐ
ｍ

君
自
曝
弓
国
く
里
切
冒
ざ
会
錘
で
「
皆
な
大
乗
」
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
私
の
独
断
で
も
あ
る
ま
い
。

更
に
、
注
意
さ
る
べ
き
は
、
玄
弊
の
特
殊
な
用
語
に
当
惑
す
る
。
即
ち
「
大
乗
上
座
部
」
と
い
う
矛
盾
的
な
表
現
で
あ
る
。
玄
弊
は
非

常
に
厳
密
な
表
現
を
す
る
人
だ
か
ら
、
不
用
意
な
発
言
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
西
南
イ
ン
ド
に
二
ヶ
所
然
も
「
大
小
二
乗
兼
学
」

の
隣
国
に
記
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
重
大
で
あ
る
。
釈
尊
成
道
の
ガ
ャ
の
摩
訶
菩
提
僧
伽
藤
（
セ
イ
ロ
ン
王
の
奉
献
）
の
僧
が
「
大
乗
上

④

座
部
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
葛
鯵
耳
閏
氏
は
「
上
座
部
の
大
乗
へ
の
折
衷
主
義
者
（
己
ｇ
の
８
５
の
冨
号
胃
伽
昌
目
画
冨
冨
己
胃

昌
牙
の
煕
冨
急
愚
の
ｇ
ｏ
巳
）
と
い
典
註
で
は
「
特
殊
な
意
味
に
於
け
る
大
乗
教
徒
、
…
結
局
大
乗
教
徒
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述

。

の
如
く
小
乗
で
は
大
乗
を
兼
学
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
し
な
い
か
ら
、
む
し
ろ
大
乗
に
近
い
方
と
考
え
ら
れ
る
。
又
一
方
こ
れ
を
「
大

乗
」
と
「
上
座
部
」
に
分
け
て
考
え
る
と
二
様
に
考
え
ら
れ
る
。
同
一
人
が
こ
れ
を
兼
学
す
る
場
合
は
大
乗
に
近
い
こ
と
は
前
述
の
通
り

で
あ
り
、
且
つ
又
「
大
乗
」
を
習
学
す
る
者
も
あ
れ
ば
、
又
「
上
座
部
」
を
習
学
す
る
も
の
も
あ
る
。
と
い
う
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。

と
に
か
く
、
私
は
「
大
乗
仏
教
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
否
か
を
問
題
に
す
る
私
の
現
在
の
立
場
で
は
、
「
大
乗
上
座
部
」
と
い
う
表
現
の

中
、
④
、
い
づ
れ
に
し
て
も
大
乗
仏
教
が
そ
こ
に
存
在
し
た
こ
と
が
分
れ
ば
足
り
る
問
題
で
あ
る
。

ち
な
み
に
ラ
モ
ッ
ト
や
平
川
彰
氏
は
こ
の
「
大
乗
上
座
部
」
を
「
上
座
部
」
の
中
に
入
れ
て
い
る
が
、
浅
学
の
私
に
は
も
っ
と
研
究
の
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大唐西域記による大小乗及びヒンズー教の地域別分布比較表

域④西

(註）現在のカブール辺から南（所訓ガンダーラ）に大乗が出て来る。 一一マゥー

－一一一一一一一一一一一一一一一一－－－－一

一

⑧北インド（玄弊の区分による）

(註）この地域は大乗が優勢、 （ガンダーラだから）

地方 l刊 名 伽藍数 僧数 大小 外道天祠 人数
仏教に対
する優劣

①新』(｜
天
山

北
路

天｜
山)

蝋｜

(2)

アフガ

ニスタ

ン

国
国
剛
脚
国
国
迦
岡
卿
咽
国
岡

那
干

尼
迦
陀
縛
く

誉
禄
盤
鍛
沙
句
Ｈ
一
雑

支

薩
咀

阿
屈
峨
鍋
烏
怯
斫
搬
縛
活
安
掲 職

梵
〃､口

WJ

加 11ル●

那｜剛

試

沙落迦伽聴

溜 雛 IIE

十余

百余

数

余
余
十
十

数百ケ所

数十あれど殿壊多

百有余

余
余
所
余
十
余

百
十
ヶ
十
数
百

数17ケ所

二千余

五千余

千余

五百余

減千人

万余

百余

五千余

三千余

数百

数十

三百余

数千人

六千余

三百余

万余

部
部
部
部
部
部
乗
乗
乗

有
有
有
有
有
有
大
大
小
大小兼学

大衆部

有部

祝出世部

乗
乗
乗

大
小
大

数

数

千余人 塗灰,徒

地方 国 名 伽藍数 僧数 大小 外道天祠 人数
仏教に対
する優劣

北インド
濫 波

那掲羅笥

健駄羅 ｜剥

烏伏那 I剰

咀叉羅111

烏刺PH1

迦湿弥羅剛

昌遮闇補羅

伐 刺 筆
(アフガニスタ

十余

荒蕪

千余（擢残荒廃）

④カニシカ大塔

、布色掲雑伐底
城北千生捨眼

④敗隙沙城外

東門外一・伽藤

－戦火五-I二里

雌多既荒

①捨身の北一

ロ弧111 中一
一一

百余

④大II1に一

垣ノ －

十余

数十（荒埴）
ンに近くクエツタ附

寡 少

寡 少

減 少

寡 少

五十余

五十余

妙少

一万八千
一・減少
寡 少

百 余

’
凸
Ｏ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
◆
Ｂ
■
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
。

I

大 乗

乗
乗

、
、
４
４

乗
乗
乗
乗
乗
乗

小
大
火
大
大
大

二百余，大 乗

寡 少

五千余

十余

余
少
余百

百
寡
三
近）

|姿I池｡乗.乗と推測
大 乗

大衆部

大 乗

数 ･l-

五

百 数

余

甚 多

甚 多

異道雑居

甚 多

多数異道
正信少

仏法を僧
ぜず



◎中 度 (1)印

小 ||外道天飼|人数|等誉磯嬢数 ｜ 僧数 | 大名 ’地方｜ '詞 伽
一

’
。'→

著掲羅故城中

-l-

鼠"紗對
十 （庭宇荒涼）

八 （傾穀｝&）

= ; *J
十 余｜

徳光伽雛｜
摩怖羅城！

十

徳光“鯲
摩怖羅城1

仏法信少
仕天神多

数百の福
舎石礫迦国

至那僕底

乗余
余
余
余
少
少
千
余
余
余
余

百
千
百
百
百

百
三
二
千
寡
寡
二
七
千
八
二騨

小
I

八

部
学
部
乗
学
乗
部
部
乗

蠅
鐸
蜂
？
嘩
峰
郷

有
大
多
小
大
小
多
有
小

灰
余

塗百

五
千

闇燗達羅国

屈露多国

設多図臓1劃

|波理衣咀羅国,秣莵羅国

薩佗泥湿伐羅国

華禄勤那国

秣底補羅|剥

三

十 五

余
余
所
十
、
浴
余

五
紗
議
十
十
九
五

十
百
百
五
福
信
三

十

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
！

多
多
法
神

甚
甚
仏
天

道
通
信
事

異
異
不
敬

Ji l寡 少

’百余人一二

十 余’千 余

’三百余二も

lu 千 余

三通宝階伽囎数百人

’

波羅吸摩補羅国

哩砒箱那国

亜醗型咀選国

砒羅剛學国

劫 比 他

乗
砒
乗
部
部

小
正
大
正
正

三百余ｒ
Ｉ
６
Ⅱ
Ｉ
１
０
Ｉ
Ｉ
７

４
Ｊ
１
１
１
４
ｑ
１
０
１
ｇ
ｇ
■
４
４
０
０
０
Ⅱ
４
６
４
ａ
９
９
１
１
．
０
■

崇信外遊
少敬仏法

’
l-唾

哩
旦
里

’
(注）束に進むにつれて外道の勢力増大。小乗依然強し。

中イン ド （2）

地方| 風 名｜伽雛数 小 |’僧数 ｜ 大’
’

|I鐸
淋
捌
余
酔
》
稗

万
五
三
千
三
鵬
三 匡饗

謁若鞠闇国
(IIII女城）

阿験陀国

阿耶穆怯国

儒 賞 弥

学
部
学
部
乗

侭
ｆ
洞
掴
量

大
有
大
正
小

蝋

百 余
納縛捉婆距羅城中

百 有 余

五

十余あれど傾頓荒熊
加審布羅城中の伽驍

二 十 余

数百、堰壊良多。

’

寡 少|正登部

|意澱|正斌部
|幸孟縦鯛
減千人1小 乗
尚有僧徒i大 乗

熱尤
減千人！

尚有僧徒；

鉾索迦国

室羅伐悉室国

｜

’
比羅伐牽堵国

戸那掲羅剛

羅那斯|側

却
拘
婆

故基のみ

三 十 余

鹿野伽聴

-l- 余
伏鬼のストウーバの
伽藤､数伽鮭多傾穀

数百、多己堰壊存

湿吠多羅僧伽聴

十 余

3乃至5欄」

雲少少｜
衆僧消粛｜
減四千’

二千余’

戦 主 剛

？
吠 葹剛

簡城北

布ぞ
’二8

部
乗
学
学
ｆ
ｆ

量
勃
制

正
大
大
大

|弗栗侍剛

|“ ． “
(註）仏教の寺数に対し天祠数は数倍



中イン ド （3）

’

’

I
｜
I

１
１
脆 波

(”異道多きも大乗現存、然し小乗依然存在

中央インド⑪

段 ｜蛉警

(i;1;)仏教なく異逝のみ

②東インド 南インド

数 |鶴磯
異道雑居

〃

〃

〃

仏法不信

異道甚衆
ジヤイナ

異道鬼多

異道竃多

000

000人I

異通甚衆

’

(縦）仏教より異遊座多

⑬西南インド

外道天洞｜ 人数 ｜等篭勢|’｜伽 驍数
「

徹数 ｜ 大小乗方｜ '聯 名地

恭建那補羅国 百 余

嶬訶刺佗|劃 百 余
(古代インドの大国仏教磯エローラノ
臘婆と並んで,こ＄にあるといわれ

販禄褐II占婆国| ･l- 余

麟臘漢 ｜到 数 百 所
（かつてナーランダと並んで学

契 叱 国‘ ・卜 余

:雌怪偽勵鼎 ＃
蘇刺陀国| /!【 ' 余
腿折羅国｜

;繍轍畷蝋重
鉢伐多国 十 余

城側の伽職

阿点婆鋤羅国
（カラチ) ’ 八 十 余

狼掲繍1 国| 胤 傘

数 百

百 数
弊の旅行の

大小兼学

大小兼学
一に近い玄

大乗上座
部
正{1t部

万 余

五千人
アジヤンタ

る。）

三百余

二万余
徒雲集）

千余人

六千人

減千人

三千余人

百 余

三百余

万 余

少

千 余

百 余

五 千

六千余

異道甚多
ランダヤ艤目的もナー

･l-

数

余

百 異逝進多

多
多
衆
唾
道
道
異
異

学
部
部
座
部
学
部
し
学
乗
部
学

笥
瞳
愚
粍
嘩
篭
嘩
嘩
峨
嚥

ｆ小大
正
正
大
部
有
大
正
専
大
大
正
大

十
数
余
十
十
余
豚
十

十
十
誠

数
百
百
数
数
三
八
二

’
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

の祠荘数）I

。|－

数 面’ ’ 異道極衆
I

地方 国 名 伽聴数 僧数 大小 外道天祠数 人数
仏教に対
する優劣

五 十 余

幌羅榔迦伽隙

徳慧伽隙

ガヤ摩訶菩提僧伽轆

那煉陀旧王仙111##

伽 I縦

小孤山の伽隙

十 余

数十多已傾殴
一,一

七ノ、。

万有余

千 数

五・|－人

減千人

千 数

異国ノ僧

､二百人

五十余

四 千

二百余

三百余

乗
乗
乗
座上乗

大
大
大
大
部

為 部

小 乗

正量部

小 乗

数 十

二二

二 十

十

異道定多

異道雑居

″
″



余
地
が
あ
る
。

大
体
大
小
の
比
は
四
対
六
（
概
略
）
で
、
こ
れ
も
法
顕
の
時
よ
り
、
大
分
増
え
て
は
居
る
。
即
ち
法
顕
で
は
烏
伏
那
国
が
「
五
百
僧
で

皆
小
乗
、
又
礎
陀
衛
国
が
多
く
小
乗
。
（
玄
弊
で
は
大
乗
）
又
マ
ガ
ダ
国
も
「
阿
育
王
塔
辺
に
摩
訶
術
僧
伽
藍
を
作
る
。
又
小
乗
の
寺
あ

り
、
都
合
六
七
百
階
一
が
一
‐
伽
聴
五
十
余
、
僧
万
有
余
、
並
多
習
学
大
乗
教
法
一
の
玄
弊
で
は
二
百
年
の
間
に
大
乗
が
ふ
え
て
は
居
る
。

然
し
、
小
乗
の
寺
は
依
然
と
し
て
多
い
。

然
し
て
こ
の
表
に
於
て
興
味
を
ひ
く
の
は
、

仙
所
謂
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
区
と
マ
ガ
ダ
剛
に
大
乗
が
多
い
。

コ
ー
タ
ン
ヤ
ル
カ
ン
ド

側
大
乗
の
訳
経
僧
遠
の
通
っ
た
で
あ
ろ
う
、
天
川
南
北
路
で
、
干
蘭
、
斫
句
迦
を
除
い
た
剛
々
は
有
部
で
あ
り
、
又
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
北

限
、
加
恥
拭
以
北
は
小
乗
、
特
に
有
部
が
多
く
。
又
ガ
ン
ダ
ｉ
う
で
も
、
大
乗
仏
教
の
寺
院
と
相
隣
し
て
、
有
部
の
寺
が
大
き
な
勢

力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
硫
み
と
れ
る
。
即
ち
先
に
引
川
し
た
、
迦
恥
試
の
「
北
山
の
下
大
伽
聴
、
憎
徒
三
百
、
並
小
乗
」
の
如
く

で
あ
る
。
（
小
乗
が
い
つ
ま
で
も
残
る
と
こ
ろ
に
私
は
イ
ン
ド
の
自
然
と
何
か
し
ら
相
関
が
あ
り
は
し
な
い
か
、
こ
の
問
迦
を
次
サ

の
「
大
乗
小
乗
」
の
両
者
の
関
係
で
考
え
た
い
）

ま
こ
と
に

伽
特
に
問
題
な
の
は
、
仏
教
よ
り
異
道
の
勢
力
が
大
き
い
所
は
文
中
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
は
っ
き
り
と
「
異
道
潅
多
」
の
文
、
又
伽
鮭
数

や
僧
徒
の
数
と
、
天
祠
（
異
教
の
寺
）
と
人
数
を
比
較
す
れ
ば
、
は
っ
き
り
す
る
。
即
ち
中
イ
ン
ド
で
は
異
道
が
非
常
に
多
く
、
半

脇
の
東
側
も
多
く
、
内
陸
イ
ン
ド
で
は
異
道
が
極
め
て
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
地
域
で
は
大
乗
仏
教
が
少
い
こ
と
は
興
味
を

の
「
大
乗
小
乗
」
（

特
に
問
題
な
の
は
、

や
僧
徒
の
数
と
、
》

脇
の
東
側
も
多
く
、

(4)

ひ
く
事
実
で
あ
る
。

マ
ガ
ダ
国
は
イ
ン
ド
中
原
で
も
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
仏
教
大
学
の
設
立
、
人
材
の
蛸
集
か
ら
、
こ
の
国
だ
け
は
大
乗
が
多
い
の
は
当
然
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如
く
に
な
る
。

①
大
乗
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
と
西
南
イ
ン
ド
の
い
は
ｒ
周
辺
部
に
残
る
。
（
マ
ガ
ダ
は
別
と
し
て
）

向
↑
こ
れ
と
逆
に
、
異
通
は
ガ
ン
ジ
ス
の
周
辺
か
ら
内
陸
部
に
多
い
。

私
は
こ
の
①
と
＠
と
に
何
か
し
ら
相
関
関
係
が
あ
り
、
然
も
こ
れ
が
、
イ
ン
ド
史
の
特
性
、
ひ
い
て
仏
教
の
性
格
を
表
現
し
て
い
る
の
で

で
あ
り
、
又
密
教
の
成
立
等
仏
教
岐
後
の
拠
点
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
マ
ガ
ダ
に
距
離
的
に
近
い
オ
リ
ッ
サ
州
の
烏
茶
の
ギ
リ
遺

跡
な
ど
は
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
影
響
で
大
乗
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

更
に
先
に
も
の
べ
た
が
、
マ
ガ
ダ
で
も
、
小
乗
が
依
然
と
し
て
大
乗
の
中
に
存
在
す
る
。

６
、
更
に
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
西
イ
ン
ド
、
イ
ン
ダ
ス
河
口
地
帯
に
異
道
の
進
出
あ
る
も
、
大
小
兼
学
大
乗
上
座
部
と
大
乗
が
生
き
或

は
正
城
部
等
が
非
常
に
多
く
存
在
し
、
且
つ
玄
非
の
記
鎌
か
ら
見
る
と
、
仏
教
の
盛
ん
な
る
こ
と
、
イ
ン
ド
で
は
妓
高
の
よ
う
に
感

ず
る
。
そ
し
て
玄
非
の
南
イ
ン
ド
旅
行
も
、
こ
の
地
方
を
習
学
の
目
梯
に
し
た
と
い
う
こ
と
も
、
う
な
づ
け
る
。

◇

こ
う
考
え
て
く
る
と
、
何
か
こ
の
表
の
中
に
、
法
則
性
が
、
よ
み
と
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

◇

仏
教
が
鍛
初
か
ら
衰
え
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
あ
の
ア
ソ
カ
ピ
ラ
ー
、
ス
ト
ウ
パ
や
磨
崖
証
勅
が
西
は
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
カ
ン
ダ
ハ
ル
の
砂
漠
か
ら
東
は
ピ
ル
↓
、
国
境
近
く
ま
で
建
立
さ
れ
、
各
地
に
荘
大
な
伽
雛
、
ス
ト
ウ
・
ハ
が
立
ち
並
ん
で
い
た
さ

は
な
い
か
と
考
え
る
。

更
に
、
そ
れ
が
ひ
い
て
仏
教
の
本
質
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
の
理
解
を
便
に
す
る
た
め
に
、
表
と
す
る
と
、
次
の

（98）



宗
雲
「
容
願
挺
持
、
世
所
希
有
」

玄
弊
「
近
代
巳
来
人
不
偏
鋭
」

２
や
健
駄
羅
（
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
）

法
砿
弗
楼
沙
刷
（
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
）
で
仏
鉢
盛
ん
に
供
養

玄
弊
「
王
城
東
北
故
基
、
昔
仏
ノ
宝
台
也
」
と
あ
っ
て
仏
鉢
は
も
う
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

更
に
有
名
な
カ
ニ
シ
カ
大
塔
に
つ
い
て

法
砿
「
衆
宝
校
飾
、
凡
所
二
経
見
一
塔
廟
。
荘
厳
威
厳
都
無
二
此
比
一
。
」

と
あ
る
が
、
玄
弊
で
は
そ
れ
程
で
な
く
、
更
に
、
こ
の
大
塔
の
西
に
故
伽
藍
あ
り
、
埴
段
し
て
僧
減
少
。
近
く
の
脇
尊
者
の
室
も
傾
き

世
親
か
阿
砒
達
倶
舎
論
を
製
せ
し
所
も
、
「
故
房
」
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
外
、
布
色
翔
雄
伐
底
の
故
伽
囎
も
、
堂
宇
荒
涼
、
そ
の
東
北
、
破
嚇
沙
城
の
近
く
の
山
寺
も
廃
居
。
唯
城
の
そ
ば
に
小
乗
と
大
乗

の
伽
藍
に
少
数
の
僧
を
集
め
て
居
る
に
す
ぎ
な
い
。

ま
は
、
現
存
の
逝
跡
や
、
西
域
記
の
内
容
か
ら
、
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
が
七
世
紀
の
は
じ
め
に
す
で
に
無
に
帰
そ
う
と
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
中
イ
ン
ド
の
設
多
図
願
剛
の
「
伽
職
十
余
あ
れ
ど
、
荒
蕪
甚
し
く
、
僧
少
し
」
・
南
イ
ン
ド
の
秣
羅
矩
叱
国
の
如
く
「
故
基
の
み

僧
な
し
」
と
い
う
、
か
な
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

雅
史
の
な
い
イ
ン
ド
で
唯
一
の
槌
録
た
る
法
顕
伝
と
西
域
記
に
示
さ
れ
る
二
百
年
に
、
そ
の
衰
退
の
テ
ン
ポ
が
象
徴
さ
れ
る
。

ｌ
、
即
ち
那
掲
維
愚
（
ナ
ガ
ラ
ハ
ラ
）
の
仏
影
窟
は

法
顕
Ｉ
鮮
明
に
射
影
し
て
い
る
。

（”）



こ
の
よ
う
に
玄
弊
の
旅
し
た
頃
は
、
仏
教
は
昔
日
の
面
影
な
く
、
到
底
、
現
在
発
堀
さ
れ
て
い
る
華
麗
な
カ
ン
ダ
ー
ラ
仏
が
、
全
域
の

無
数
の
ス
ト
ウ
ー
バ
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
は
、
う
そ
の
よ
う
な
知
が
す
る
。

こ
の
地
方
の
仏
教
の
衰
退
の
原
因
は
明
ら
か
に
蓮
華
面
経
に
シ
ン
ボ
ラ
ィ
ズ
さ
れ
る
ミ
ヒ
ラ
グ
ラ
の
破
仏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

否
定
出
来
ぬ
。
然
し
何
か
外
に
本
質
的
な
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
し
ミ
ヒ
ラ
グ
ラ
を
代
表
と
す
る
白
フ
ン
の
破
仏
が
原

因
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
白
フ
ン
の
来
な
い
所
は
安
全
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に
、
次
に
中
イ
ン

ド
を
見
て
見
よ
う
。

◇

ｆ
こ
と
に
く

釈
尊
の
生
涯
中
、
篭
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
た
舎
術
城
、
即
ち
「
室
羅
伐
悉
底
国
」
は
「
伽
聡
数
百
、
堰
壊
艮
多
。
僧
徒
寡
少
…
…
天

祠
百
所
、
外
道
甚
多
」
と
昔
日
の
面
影
は
な
い
。
こ
れ
は
最
早
法
顕
の
時
も
「
城
内
人
民
希
砿
、
有
百
余
家
」
と
あ
り
、
或
は
有
名
な
逝

多
園
（
給
孤
独
園
）
も
玄
弊
の
時
は
「
堂
宇
傾
堰
、
唯
余
故
基
」
と
あ
り
、
傍
に
「
左
柱
に
輪
相
を
鍵
み
、
右
柱
に
、
そ
の
上
に
牛
形
を

刻
め
り
」
の
ア
ソ
カ
ピ
ラ
ー
が
「
諸
行
無
常
の
祇
園
精
舎
」
を
示
す
の
み
で
あ
る
。

更
に
釈
尊
出
世
の
「
劫
比
羅
伐
華
堵
」
も
、
無
常
の
風
か
ら
逃
れ
な
か
っ
た
。

法
顕
の
時
は
「
城
中
都
無
二
王
民
一
談
岻
荒
。
只
有
二
衆
仙
、
民
戸
数
十
家
一
而
巳
。
」
が
玄
弊
の
時
に
至
っ
て
は
「
空
城
十
数
、
荒
蕪
巳

甚
、
王
城
頽
垣
、
周
量
不
レ
詳
：
…
空
荒
久
遠
、
人
里
稀
砿
。
伽
藍
故
基
十
有
余
。
宮
城
之
側
有
二
一
伽
藍
一
、
僧
徒
三
十
有
余
人
ｃ
‐
一
と

更
に
玄
弊
の
あ
と
八
十
年
に
お
と
ず
れ
た
、
慧
超
は
「
彼
城
己
廃
。
有
し
塔
無
し
僧
、
亦
無
二
百
姓
一
。
性
し
彼
礼
拝
者
離
雌
、
方
迷
。
」
と

あ
り
、
又
義
浄
の
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
に
は
、
そ
こ
に
現
れ
て
い
る
求
法
僧
四
十
人
中
、
こ
の
地
を
お
と
ず
れ
る
人
が
鮫
早
、
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
霊
跡
及
び
そ
こ
に
あ
る
伽
藍
の
衰
滅
の
テ
ン
ポ
の
急
速
な
進
行
が
伺
わ
れ
る

(〃0）



然
し
て
、
こ
の
原
、

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
原
因

あ
る
。で
は
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
マ
ガ
ダ
周
辺
は
如
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

や
は
り
、
こ
蝿
も
同
じ
迩
命
が
、
待
ち
う
け
て
い
る
。
か
の
「
鱗
次
し
た
」
「
伽
熊
牽
堵
婆
の
余
祉
、
数
百
あ
れ
ど
、
存
す
る
も
の
二

三
の
み
」
或
は
無
愛
王
の
》
ハ
万
四
千
塔
も
「
牽
堵
婆
の
基
赴
は
傾
陥
し
て
、
覆
鉢
の
み
勢
を
余
す
」
「
或
は
奉
堵
婆
は
あ
れ
ど
、
傍
の
伽

轆
は
絶
え
て
佃
な
し
」
の
文
字
が
、
い
た
ず
ら
に
く
り
返
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
は
釈
尊
入
滅
の
聖
地
ク
シ
ナ
ガ
ラ
に
於
て
も
そ
う
で
あ
る
。
玄
弊
の
書
風
の
中
に
、
ど
う
し
て
も
僧
が
大
勢
居
た
と
は
う
け
と
ら

そ
れ
で
も
、
当
時
の
仏
教
の
中
心
地
、
僧
徒
数
千
並
俊
才
高
学
、
徳
重
声
馳
二
異
城
一
の
ナ
ｉ
ラ
ン
ダ
を
ひ
か
え
た
、
こ
の
マ
ガ
ダ
に
は

仏
教
の
息
吹
が
感
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
せ
め
て
も
西
域
記
を
読
む
も
の
の
な
ぐ
さ
め
で
あ
る
。

然
し
こ
の
マ
ガ
ダ
国
も
「
天
祠
数
十
、
異
道
逹
多
」
と
、
こ
比
も
ヒ
ン
ズ
ー
の
勢
力
の
増
大
の
枠
外
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
傾
向
は
東
南
イ
ン
ド
に
向
っ
て
も
そ
う
で
あ
り
、
内
陸
イ
ン
ド
に
至
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
仏
教
は
ゼ
ロ
と
な
る
。
即
ち
馬
祀
の
礼
の

だ
な
か
っ
た
か

復
活
後
、
仏
教
の
栄
え
た
ア
ン
ド
ラ
国
も
「
異
道
座
多
」
の
文
字
を
く
り
返
し
、
隣
の
駄
那
錫
傑
迦
剛
も
「
伽
聴
鱗
次
す
る
も
、
荒
蕪
す

る
こ
と
巳
に
終
だ
し
く
、
」
先
王
の
建
て
た
「
弗
波
勢
縦
僧
伽
轆
（
東
山
）
」
「
阿
伐
羅
勢
羅
僧
伽
聴
（
西
山
）
」
は
「
仏
滅
千
年
の
中

れ
な
い
。

た
し
か
に
、
そ
れ
も
一
理
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
、
こ
の
統
計
表
を
み
て
も
、
或
は
玄
弊
の
本
文
を
み
て
も
、
こ
の
ガ
ン
ジ
ス
流
域

り
ょ
う

の
仏
教
が
、
こ
れ
と
同
じ
運
命
を
荷
っ
て
い
る
こ
と
は
す
ぐ
理
解
さ
れ
よ
う
。
異
道
雇
多
と
天
祠
の
数
が
如
何
に
多
い
か
、
一
目
瞭
然
で

は
、
こ
の
鑑
跡
が
、
ネ
。
ハ
ー
ル
よ
り
で
、
イ
ン
ド
の
中
原
か
ら
離
れ
て
い
る
為
、
政
治
的
文
化
的
に
と
り
残
さ
れ

(IOI)



は
毎
年
、
千
僧
安
居
、
千
年
の
後
は
凡
聖
同
居
、
こ
上
百
年
は
僧
侶
な
し
、
空
荒
と
な
り
、
復
僧
侶
な
し
」
の
言
葉
を
残
す
の
み
。

こ
の
よ
う
に
、
七
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
に
於
て
仏
教
は
全
域
に
わ
た
っ
て
、
唯
、
命
脈
を
保
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
程
度
で
、
強
い
て

言
え
ば
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
、
摩
訶
刺
陀
国
や
縢
臘
婆
国
の
如
く
、
大
学
と
し
て
の
僧
伽
が
、
そ
の
繁
栄
を
保
っ
て
い
て
、
宗
教
的
な
主
導
権

は
異
道
即
ち
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
そ
の
席
を
譲
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。

し
か
ら
ば
、
仏
教
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

私
は
こ
の
手
が
か
り
と
し
て
西
南
イ
ン
ド
の
仏
教
の
現
存
状
況
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。

◇

又
理
解
し
易
く
す
る
た
め
に
西
南
イ
ン
ド
の
地
図
を
参
証
し
て
頭
き
た
い
。

こ
の
地
方
は
現
在
は
非
常
に
文
化
的
に
お
く
れ
た
地
方
に
な
っ
て
了
っ
た
が

っ
て
如
何
に
文
化
が
栄
え
、
富
裕
で
あ
っ
た
か
は
、
西
域
記
の
文
中
に
も
伺
わ

う
。
即
ち

現
在
の
マ
イ
ソ
ー
ル
州
の
汽
旨
四
画
画
己
員
に
仏
教
の
大
遺
跡
が
あ
る
。
こ

「
恭
建
那
補
羅
」
の
跡
で
あ
り
、
玄
非
の
「
伽
驍
百
余
、
僧
徒
万
余
、
大
小
兼

の
所
で
あ
る
。
然
し
て
こ
典
は
西
欧
の
イ
ン
ド
侵
略
の
基
地
で
、
旧
く
か
ら
商

で
あ
っ
た
ゴ
ア
か
ら
、
七
八
十
粁
の
所
で
あ
る
。

更
に
現
在
イ
ン
ド
雌
大
の
商
業
港
ボ
ン
ベ
イ
の
や
は
り
七
八
十
粁
北
、

目
角
冒
国
昏
画
の
葛
且
餌
の
遺
跡
が
あ
る
。
こ
れ
は
玄
弊
の
「
摩
訶
刺
陀

瀞
秘
め

(〃2）



国
」
で
当
時
、
伽
藍
百
、
僧
数
五
千
人
、
大
小
二
乗
兼
学
で
異
近
筵
多
に
も
拘
ら
ず
、
大
き
な
力
を
残
し
て
い
る
。

こ
上
は
幽
再
員
“
河
に
よ
っ
て
海
と
連
絡
し
、
診
ぬ
画
切
冨
や
日
四
旨
画
冨
口
の
昔
の
良
港
に
接
し
て
い
る
。

ロ
ー
マ
と
の
通
商
港
と
し
て
有
名
な
ブ
ロ
ー
チ
は
玄
弊
の
賊
禄
褐
岾
婆
で
「
利
し
海
為
し
業
」
が
こ
の
消
息
を
示
し
、
こ
上
に
伽
驍
十
余

三
百
人
の
僧
徒
が
「
大
乗
上
座
部
」
に
従
っ
て
い
た
。

更
に
「
摩
臘
婆
」
は
カ
ッ
チ
草
原
地
帯
に
通
ず
る
海
溝
に
沿
う
地
帯
で
、
古
来
よ
り
ブ
ロ
ー
チ
と
並
び
称
さ
れ
る
良
港
で
あ
る
。
こ
上

は
伽
藍
数
百
ヶ
所
、
僧
数
二
万
余
、
正
量
部
で
イ
ン
ド
鮫
大
の
隆
盛
を
誇
っ
て
い
る
。

カ
ッ
チ
草
原
の
「
伐
臘
毘
」
が
「
居
人
般
盛
、
家
居
富
饒
。
積
二
財
百
億
一
。
乃
有
二
百
余
室
一
・
遠
方
奇
貨
、
多
聚
二
其
国
一
」
と
表
わ

さ
れ
て
い
る
如
く
、
百
万
長
者
な
ら
ぬ
百
億
長
者
が
百
余
も
あ
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
、
そ
の
商
業
貿
易
の
隆
盛
さ
が
想
像
さ
れ
よ
う
。

然
も
こ
典
は
極
め
て
仏
教
が
盛
ん
で
、
南
海
寄
帰
内
法
伝
巻
四
に
「
多
在
二
那
燗
陀
寺
一
、
或
は
居
二
販
臘
砒
国
希
斯
両
処
者
、
事
等
二
金

馬
、
龍
門
悶
里
一
。
英
彦
雲
聚
。
」
と
あ
り
、
又
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
巨
匠
徳
慧
堅
慧
の
因
縁
の
地
で
あ
り
、
寄
帰
伝
の
如
く
中
印
度
の
方
か

ら
も
学
僧
の
遊
学
が
多
か
っ
た
。
又
玄
非
の
時
で
も
「
異
遊
筵
多
」
の
中
で
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
大
窟
寺
を
作
っ
た
阿
折
雑
阿
羅
漢
の
大
伽
隙

を
は
じ
め
と
し
て
、
百
余
の
伽
聴
と
六
千
の
僧
を
有
し
て
い
た
。
（
正
撒
部
）

又
イ
ン
ダ
ス
河
口
の
蘇
刺
佗
国
は
「
居
人
般
磯
、
家
畜
窩
鱗
。
当
二
西
海
之
路
一
、
人
皆
資
二
海
之
路
一
、
興
販
為
し
業
。
貨
二
避
有
無
》
・
」

の
如
く
海
外
貿
易
に
よ
っ
て
さ
ぞ
か
し
、
ア
ラ
ビ
ヤ
や
西
方
の
国
々
の
船
の
出
入
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
上
に
は
伽
驍
五
十
余
で
三
千
余
人
の
個
が
あ
り
然
も
「
大
乗
上
座
部
」
と
玄
弊
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
大
乗
が
生
き
て
い
た
。

又
こ
の
隣
の
契
叱
国
は
「
人
戸
般
磯
、
家
屋
富
饒
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
上
も
通
商
港
で
、
大
小
兼
学
千
余
人
の
僧
を
も
っ
て
い
る
。

最
後
に
。
ハ
キ
ス
タ
ン
唯
一
の
国
際
港
で
あ
る
カ
ラ
チ
の
古
名
「
錫
瞬
湿
伐
羅
」
（
阿
点
婆
翅
羅
国
に
属
す
）
が
『
八
十
余
の
寺
院
と
五
千
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人
の
僧
を
持
っ
て
居
た
の
は
数
の
上
で
も
極
め
て
僧
数
の
多
い
部
類
に
属
す
。

こ
う
考
え
て
来
る
と
こ
上
に
一
つ
の
法
則
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

即
ち
、
こ
Ｌ
に
挙
げ
た
地
帯
は
、
い
づ
れ
も
西
方
貿
易
の
中
心
地
で
あ
る
こ
と
は
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
通
商
の
拡
大
は
、
ラ
ク
ダ
や
馬
の
背
で
は
限
界
が
あ
り
、
又
回
教
の
侵
出
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
と
の
通
商
の
中

力
ピ
シ

断
は
、
加
畢
試
あ
た
り
か
ら
、
カ
ブ
ー
ル
河
へ
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
来
て
イ
ン
ダ
ス
の
本
流
へ
、
或
は
川
舟
で
或
は
川
沿
い
に
、
こ
の
イ
ン

ダ
ス
河
口
の
港
に
集
散
せ
し
め
ら
れ
る
。
又
イ
ン
ド
の
物
産
も
こ
典
に
集
め
ら
れ
る
。
更
に
イ
ン
ド
洋
の
季
節
風
の
発
見
と
い
う
歴
史
的

事
件
に
よ
っ
て
直
接
ロ
ー
マ
、
エ
ジ
プ
ト
に
交
易
さ
れ
る
。

為
に
本
文
中
に
随
所
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
理
か
な
鰯
が
こ
の
地
に
蓄
積
さ
れ
た
。

こ
れ
は
こ
の
辺
一
帯
や
半
島
南
部
で
ロ
ー
マ
の
金
貨
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
も
言
え
る
。
然
し
半
島
南
部
の
方
が
多
く
て
、
ブ
ロ
ー
チ

の
ナ
ル
マ
ダ
ー
河
口
や
イ
ン
ダ
ス
河
口
の
出
土
が
少
な
い
の
は
、
半
島
南
部
よ
り
通
商
が
少
な
い
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
く
、
南
イ
ン
ド

の
タ
ミ
ー
ル
族
は
ロ
ー
マ
の
金
を
直
接
使
用
し
た
が
、
こ
ふ
で
は
改
鋳
し
て
使
っ
た
程
、
逆
に
大
城
に
金
貨
が
流
入
す
（
高
田
氏
仏
像
の

起
源
）
る
程
、
経
済
が
高
度
に
進
展
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
に
外
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
仏
教
、
特
に
大
乗
仏
教
の
盛
ん
な
場
所
と
、
通
商
貿
易
に
よ
る
広
い
世
界
へ
の
視
野
の
拡
大
、
貿
易
中
継
地
と
し
て
の

国
際
性
、
所
謂
開
か
れ
た
社
会
へ
の
進
展
と
は
隅
然
の
一
致
で
は
な
い
。

こ
れ
は
又
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
沿
い
の
国
々
、
殊
に
広
義
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
以
来
、
・
ハ
ク
ト
リ
ャ
、
サ
カ
、
パ
ル
テ
ィ

ァ
・
ク
シ
ャ
ン
等
民
族
が
共
存
す
る
普
通
的
世
界
に
大
乗
仏
教
が
発
展
し
た
こ
と
上
ま
さ
に
規
を
一
に
す
る
事
件
で
あ
り
、
且
つ
又
こ
れ

が
仏
教
の
本
質
的
性
格
を
表
す
の
で
は
な
い
か
。
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◇

私
は
こ
れ
は
又
仏
教
成
立
そ
の
も
の
に
根
ざ
す
、
根
本
的
性
格
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
も
ノ
ー
仏
教
の
成
立
し
た
時
代
相
、
政
治
的
に
は
十
六
ヶ
剛
の
部
族
国
家
が
、
や
が
て
マ
ガ
ダ
に
統
一
さ
れ
て
行
く
時
代
。
経
済
的

に
は
ガ
ン
ジ
ス
中
流
の
肥
え
た
土
地
を
求
め
て
下
っ
て
行
っ
た
民
族
が
、
こ
Ｌ
に
定
着
、
よ
う
や
く
、
生
雌
性
の
向
上
に
よ
っ
て
、
村
落

部
族
だ
け
の
絲
済
か
ら
も
っ
と
陸
い
、
維
典
の
言
策
を
か
り
れ
ば
「
舎
衛
剛
に
五
百
の
質
客
あ
り
、
他
邦
に
往
詣
せ
ん
と
す
、
噸
野
に
…

…
」
の
峨
野
険
難
所
を
行
く
、
広
域
遠
隔
維
済
へ
と
進
展
し
て
行
く
時
代
。
更
に
思
想
的
に
は
ク
ル
の
国
土
の
．
ハ
ラ
モ
ン
の
冗
術
性
か
ら

解
放
さ
れ
た
新
天
地
へ
、
カ
ー
ス
卜
制
度
や
社
会
の
閉
鎖
性
か
ら
脱
し
、
恰
も
経
済
が
貨
幣
価
値
の
も
と
に
一
切
が
一
元
化
さ
れ
る
よ
う

に
、
皮
脚
や
カ
ー
ス
卜
が
、
慈
悲
と
平
等
の
理
念
の
も
と
に
否
定
さ
れ
る
消
新
な
時
代
相
、
こ
れ
を
端
的
に
自
覚
し
た
の
が
、
仏
教
の
成

立
で
あ
っ
た
。
故
に
仏
教
は
閉
じ
ら
れ
た
社
会
か
ら
、
開
か
れ
た
社
会
へ
志
向
性
を
自
身
に
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
仏
教
は
ア
ソ
カ
王
が
全
イ
ン
ド
を
．
つ
の
印
度
」
と
し
て
統
一
せ
ん
と
す
る
迩
欲
の
、
そ
の
指
導
理
念
と
し
て
、
生
々
た
る

然
し
余
り
に
も
ア
ソ
カ
王
の
時
代
は
短
く
、
全
印
度
の
広
大
な
国
土
に
対
し
て
は
、
そ
の
悠
遠
な
理
想
は
、
彼
の
権
力
を
も
っ
て
し
て

も
、
上
を
な
ぜ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
依
然
と
し
て
印
度
の
社
会
に
は
、
カ
ー
ス
ト
的
な
閉
さ
れ
た
社
会
が
現
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

為
に
ア
ソ
カ
王
の
死
後
、
そ
の
国
土
が
四
分
五
裂
し
て
、
互
い
に
覇
を
争
う
よ
う
な
状
況
に
至
る
や
、
社
会
が
閉
鎖
化
し
、
沈
滞
し
、

早
速
、
馬
祀
の
礼
（
ヒ
ン
ズ
ー
の
儀
式
）
が
復
活
す
る
。
更
に
国
家
が
相
争
う
と
な
る
と
通
商
も
、
ま
Ｌ
な
ら
ず
、
又
外
国
貿
易
で
得
る

莫
大
な
利
に
目
を
つ
け
た
封
建
領
主
は
、
商
人
の
商
業
権
を
奪
取
す
る
。
西
洋
の
よ
う
な
ギ
ル
ト
の
発
達
し
て
い
な
い
イ
ン
ド
商
人
の
権

力
を
取
る
こ
と
は
又
赤
子
の
手
を
ひ
ね
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
商
人
階
級
の
力
は
無
力
化
し
、
衰
滅
す
る
。
為
に
最
大

活
力
を
も
っ
て
居
た
。
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の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
り
、
且
つ
又
仏
教
の
理
念
と
共
通
の
地
盤
に
立
つ
商
人
階
級
の
没
落
は
、
又
仏
教
の
衰
滅
に
通
ず
る
の
は
理
の
当
然

と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
も
仏
教
は
腱
民
の
中
に
侵
透
し
な
か
っ
た
。
相
変
ら
ず
艇
民
は
ヒ
ン
ズ
ー
の
カ
ー
ス
ト
的
世
界
に
居
っ
た
。
そ

も
ノ
、
釈
尊
は
ク
シ
ャ
ト
リ
ャ
（
王
族
）
の
出
身
で
、
六
師
外
道
の
哲
学
を
媒
介
し
て
仏
教
の
体
系
を
作
っ
た
。
従
っ
て
仏
教
の
思
想
そ

の
も
の
に
貴
族
性
・
思
弁
性
の
限
界
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
泥
の
民
衆
に
と
っ
て
は
、
余
り
に
も
、
商
尚
す
ぎ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏

弟
子
で
さ
え
、
僧
伽
に
四
姓
が
解
放
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
◇
ハ
ラ
モ
ン
や
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ャ
の
貴
族
出
身
者
が
多
く
、
下
暦
階
級
に

は
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
伝
説
の
「
賎
民
出
身
」
の
ウ
パ
ー
リ
は
増
谷
氏
に
よ
れ
ば
「
賎
民
出
身
と

す
る
の
は
後
代
の
所
伝
で
文
献
に
は
な
い
」
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
私
は
イ
ン
ド
的
自
然
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
ヒ
ン
ズ
ー
の
方
が
適
し

イ
ン
ド
人
の
言
う
「
仏
教
は
菩
提
樹
に
咲
い
た
？
ハ
ラ
の
花
の
よ
う
で
あ
る
」
と
、
所
詮
た
く
ま
し
い
強
大
な
菩
提
樹
の
イ
ン
ド
社
会
に
と

っ
て
仇
花
の
如
く
考
え
る
の
は
、
こ
の
閉
鎖
的
社
会
を
イ
ン
ド
と
す
る
な
ら
、
仏
教
は
ま
さ
に
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

段
々
、
中
原
地
帯
が
固
定
化
閉
鎖
化
し
て
来
る
と
、
仏
教
は
一
つ
は
南
方
ア
ン
ド
ラ
に
、
又
西
北
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
そ
の
活
路
を
求
め
て

行
く
。
然
し
こ
の
ア
ン
ド
ラ
仏
教
も
、
ア
マ
ラ
・
ハ
ー
テ
ィ
や
ナ
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
コ
ン
ダ
（
龍
樹
布
教
）
の
仏
教
文
化
の
華
を
さ
か
せ
る
が

や
が
て
閉
鎖
化
が
進
む
に
つ
れ
て
消
滅
し
て
行
く
。

更
に
西
北
イ
ン
ド
に
基
盤
を
求
め
て
行
く
方
は
、
そ
こ
の
格
好
の
世
界
を
見
つ
け
る
。

即
ち
ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
分
岐
点
で
、
ペ
ル
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
は
も
と
よ
り
支
那
へ
の
通
商
の
地
帯
で

あ
る
。
か
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
東
征
以
来
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
の
流
入
あ
り
、
そ
こ
に
は
開
か
れ
た
世
界
、
普
遍
的
世
界
が
展
開
す

る
。
こ
れ
は
遊
牧
民
の
出
で
あ
る
ク
シ
ャ
ン
王
朝
に
於
て
、
そ
の
極
に
連
す
る
。
そ
も
ノ
、
遊
牧
民
は
定
着
民
の
よ
う
に
保
守
性
が
な

い
。
頼
る
土
地
が
な
い
か
ら
だ
。
今
日
は
、
こ
Ｌ
に
居
る
か
と
思
え
ば
、
明
日
は
遥
か
彼
方
の
異
民
族
と
接
し
て
い
る
。
彼
等
に
は
民
族

(〃6）



こ
れ
は
又
西
イ
ン
ド
で
も
言
い
う
る
こ
と
で
、
海
外
通
商
、
特
に
海
上
貿
易
に
よ
る
大
域
の
物
資
の
交
易
の
隆
感
地
で
、
仏
教
と
商
業

の
結
び
つ
き
が
大
き
い
こ
と
は
玄
弊
の
記
録
に
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。

◇

仏
教
は
商
業
と
結
び
つ
い
て
き
た
と
述
べ
た
が
、
単
に
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
私
の
言
い
た
い
の
は
、
そ
の

商
業
の
国
際
性
、
普
遍
性
に
仏
教
の
理
念
と
の
合
一
が
あ
り
、
為
に
長
者
、
商
人
の
帰
依
が
あ
っ
た
と
い
い
た
い
。
為
に
小
乗
よ
り
大
乗

の
方
が
共
感
を
呼
ぶ
の
は
当
然
で
あ
り
、
商
業
地
に
は
大
乗
が
成
立
し
又
安
住
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
然
し
一
方
カ
ニ
シ
カ
舎
利
器
が

そ
の
瀧
の
中
央
に
仏
陀
、
左
右
に
ブ
ラ
ー
マ
ン
と
イ
ン
ド
ラ
の
ヒ
ン
ズ
ー
の
神
を
立
て
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
又
コ
イ
ン

に
仏
陀
ば
か
り
で
な
く
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
を
描
い
て
い
る
の
は
、
あ
の
仏
教
を
保
護
し
た
カ
ニ
シ
カ
王
で
さ
え
、
如
何
と
も
出
来
ぬ
強

大
な
イ
ン
ド
の
底
辺
に
あ
る
閉
さ
れ
た
村
落
生
活
に
む
す
び
つ
い
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
力
を
如
何
と
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
示
す
と
考
え

る
。
こ
れ
は
八
万
四
千
の
塔
を
建
て
た
ア
ソ
カ
王
で
さ
え
、
異
道
に
布
施
を
お
こ
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
十
分
推
測
さ
れ
よ
う
。

に
、
は
べ
ら
せ
る
強
大
竺

来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

や
械
族
を
超
え
た
「
普
遍
・
平
等
」
が
腺
則
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
加
畢
試
で
フ
ラ
ン
ス
隊
が
発
堀
し
た
物
の
中
に
、
大
鼠
の
ロ
ー
マ
の

ガ
ラ
ス
器
、
イ
ン
ド
の
象
牙
彫
刻
或
は
支
那
の
絹
等
が
同
一
場
所
で
発
見
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
ク
シ
ャ
ン
王
朝
の
開
か
れ
た
世
界
、
普
遍

的
世
界
を
示
す
何
よ
り
も
大
き
な
証
拠
で
あ
る
。

こ
Ｌ
に
仏
教
の
本
来
の
性
格
が
一
致
、
安
住
し
、
仏
教
は
小
乗
よ
り
更
に
普
遍
的
な
大
乗
に
発
展
す
る
。

こ
れ
は
逆
に
、
こ
の
世
界
な
く
ば
、
法
華
経
の
「
臨
欲
終
時
、
而
今
其
子
、
辣
会
親
属
、
国
王
大
臣
皆
已
集
」
の
国
王
大
臣
ま
で
枕
頭

に
、
は
べ
ら
せ
る
強
大
な
経
済
力
は
成
立
し
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
又
か
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
無
数
の
ス
ト
ウ
。
ハ
の
奉
献
や
仏
像
の
奉
献
も
出

(〃7）



要
す
る
に
、
こ
の
イ
ン
ド
の
社
会
の
二
元
性
に
、
仏
教
は
農
民
に
き
り
こ
め
な
か
っ
た
。
即
ち
こ
れ
を
一
元
化
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
所
に
、
仏
教
の
衰
退
の
因
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

マ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ー
・
ハ
ー
の
一
‐
東
洋
に
は
都
市
は
な
く
、
閉
ざ
さ
れ
た
臘
村
社
会
の
み
で
あ
る
」
の
言
莱
そ
の
ま
＄
に
、
閉
ざ
さ
れ
た
社

会
が
ひ
し
ノ
、
、
と
イ
ン
ド
を
全
域
に
わ
た
っ
て
覆
っ
て
行
く
、
そ
の
経
済
の
沈
甜
と
文
化
の
砂
漠
化
が
拍
車
を
か
け
て
来
る
。

こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
社
会
が
お
し
よ
せ
る
に
つ
れ
て
仏
教
は
よ
り
弘
い
、
開
か
れ
た
世
界
め
ざ
し
て
努
力
し
て
移
り
す
む
。

（
・
ハ
ー
ラ
朝
の
密
教
の
成
立
は
最
早
や
「
開
か
れ
た
社
会
」
が
な
く
な
っ
た
イ
ン
ド
で
仏
教
が
そ
の
一
元
化
へ
真
剣
に
対
決
し
た
い
わ
ば
背
水
の
陣
と

即
ち
イ
ン
ド
の
中
原
か
ら
遠
心
的
に
普
通
の
世
界
を
求
め
て
出
て
行
く

ま
づ
ア
ン
ド
ラ
地
方
へ
又
南
方
イ
ン
ド
へ

叉
ガ
ン
ダ
ー
ラ
ヘ
又
西
南
イ
ン
ド
へ
と

周
辺
に
向
っ
て
、
あ
と
か
ら
、
ひ
し
ノ
、
１
と
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
が
追
い
か
け
て
行
く
。

最
後
の
安
住
の
地
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
も
、
ク
シ
ャ
ン
王
朝
の
形
成
期
や
発
展
期
を
す
ぎ
る
と
、
一
つ
の
か
た
ま
っ
た
田
と
し
て
定
蒜
し

て
、
又
固
定
化
が
は
じ
ま
る
。
こ
れ
は
溌
刺
た
る
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
が
ク
シ
ャ
ン
王
朝
の
固
定
化
と
共
に
ヒ
ン
ズ
ー
化
し
て
了
う
彫
刻
史
の

立
場
か
ら
も
見
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
大
唐
西
城
記
に
、
加
雅
試
岡
に
天
祠
が
見
え
は
じ
め
段
々
南
へ
来
る
に
従
っ
て
多
く
な
る
の
は
、
ク

シ
ャ
ン
王
朝
の
普
通
的
世
界
が
崩
壊
し
て
閉
鎖
的
世
界
が
お
し
よ
せ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。

か
く
し
て
仏
教
は
十
二
世
紀
の
回
教
の
侵
入
を
ま
た
ず
に
、
そ
の
生
命
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
た
。
即
ち
基
雛
た
る
社
会
の
変
容
に
よ

っ
て
衰
滅
の
色
が
、
い
よ
ノ
、
瀧
く
な
っ
て
来
る
。

い
え
よ
う
）

(〃8）
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